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和訓 の 伝流

本
稿
に
調
ふ
「
和
訓」
と
は 、
単
な
る
和
語
(や
ま
と
こ
と
ば)
と
い
ふ
意
味

で
は
な
く 、

一
定
の
漢
字
に
つ
い
て
の一
定
の
国
語
の
訓
み
と
い
ふ
意
味
に
用

ゐ
る
の
で
あ
っ
て 、
本
論
は 、
漢
字
と 、
そ
れ
に
附
随
す
る
所
の
和
訓
と
の
結

び
附
き
と
の
関
係
が 、
ど
の
や
う
な
状
態
で
伝
承
さ
れ
て
行っ
た
か
に
つ
い
て 、

追
究
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る 。
和
訓
の
発
生
は 、
古
く

奈
良
時
代
以
前
に

遡
る
で
あ
ら
う
が 、
古
代
の
と
と
は一
往
措
き 、
本
論
で
は 、
平
安
初
期
(西
暦

九
世
紀〉
か
ら 、
平
安
中
期
(十
世
紀) 、
平
安
後
期
(
十一
世
紀)
を
経
て 、
院

政
期
(十二
世
紀)
に
至
る 、
約
四
百
年
間
に
時
期
を
限
っ
て
扱
ひ 、
そ
の
関

の 、
平
安
中
期
(
十
世
紀)
の
初
頭 、
延
菩
延
長
の
頃
を
境
と
し
て 、
そ
の
前

と
後
と
で
大
き
な
性
格
上
の
相
違
が
見
ら
れ
る
ζ
と
を
言
は
う
と
す
る 。
和
訓

を
収
載
し
て
ゐ
る
文
献
と
し
て 、
平
安
時
代
に
は 、
辞
書・
音
義・
訓
注
の
類

と 、
訓
点
本
の

事と
の
二
類
が
あ
る 。
前
者
は
典
籍
の
本
文
の一
部
で
あ
り 、

後
者
は
本
文
に
後
か
ら
加
筆
添
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て 、
互
に
謂
は
ば
次
元

を
異
に
す
る
も
の
で
あ
り 、
又
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て 、
表
記
形
態
を
も
異

に
し
て
ゐ
る 。
し
か
し 、

両
者
共
に
和
訓
で
あ
る
と
い
ふ
点
に
於
て 、
共
通
性

築

裕

島

を
有
し 、
し
か
も
時
代
の
推
移
に
つ
れ
て 、
そ
の
性
格
も
共
に
同
様
に
推
移
す

る
と
い
ふ
共
通
点
も
存
し
た 。
即
ち 、
平
安
初
期
に
は 、
辞
書・
音
義
類
の
和

訓
も 、
訓
点
本
の
和
訓
も 、
共
に一
時
的
な
当
座
の
用
の
も
の
で
あ
っ
て 、
漢

字
と
仮
名
と
の
結
合
関
係
は 、
個
人
的
怒
意
的
な
も
の
が
多
く 、

従
っ
て
社
会

的
な
共
通
性
が
比
較
稀
薄
で
あ
っ
た 。
乙
れ
に
対
し
て 、
十
世
紀
以
後
に
下
る

と 、
そ
の
結
合
関
係
は
非
常
に
緊
密
に
な
っ
て 、
そ
の
和
訓
は
個
人
的
に
時
に

応
じ
て
作
成
し
た
も
の
で
な
く 、
ど
の
本
に
よ
っ
た
も
の
か 、
又 、
何
と
い
ふ

学
者
の
使
用
し
た
も
の
か
と
い
ふ 、
典
拠・
権
威
が
重
視
さ
れ 、
社
会
的
に
固

定・
適
用
す
る
や
う
に
な
っ
て
行
っ
た 。
そ
の
和
訓
典
拠
主
義
は 、
辞
書
の
世

界
で
は
例へ
ば
図
書
察
本
類
表
名
義
抄
に
於
け
る
如
く 、
そ
の
和
訓
の
出
典
を

明
示
附
記
す
る
と
い
ふ
形
で
現
れ 、
一
方 、
訓
点
本
の
世
界
で
は 、
移
点
の
開

始 、
祖
点
本
の
尊
重
と
い
ふ
形
で
現
れ
た 。
乙
の
二
穏
の
現
象
は 、
一
見 、
別

別
の
事
柄
の
や
う
に
見
え
な
が
ら 、
実
は
右
の
如
き
典
拠
尊
重
と
い
ふ一
つ
の

風
潮
の
異
っ
た
こ
つ
の
顕
現
で
あ
る
と
見
るべ
き
で
あ
り 、
和
訓
の
性
格
が 、

平
安
初
期
の
当
座
の一
時
的
な
も
の
か
ら 、
平
安
後
期
の
伝
承
尊
重
に
よ
る
固

定
し
た
も
の
へ
と
変
移
し
た
事
実
が
明
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る 。
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平
安
初
期
の
和
訓
を
集
録
し
た
字
書
と
し
て 、
新撰
字
鏡
の
存
在
が
知
ら
れ

て
ゐ
る 。
と
の
文
献
に
は
約
三
干
の
和
訓
が
収
織
さ
れ
て
を
り 、
そ
の
和
訓
は

万
葉
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
ゐ
る 。
乙
の
和
訓
の
中
に
は 、
積
々
の
性
格
の
も
の

が
あ
る
と
思
は
れ 、
或
る
も
の
は 、
と
の
字
書
の
撰
者
が
新
に
案
出
し
附
記
し

た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
も
の
も
あ
る 。
例へ
ば

費水
詰
識
鶏
務純伺臨(天
皇ニノ一
四ウ一)

墨
絵
楚刊誌駄(
F
Z一回
Zハ)

楠附一四一服肝臓が側部制(同三ノ十三ウ五)

に
見
え
る
「
カ
ヤ
ク
キ
ノ
ナ
ク
ソ」
「
シ
タ
カ
タ
オ
キ
テ
ウ
ツ
ス」
「
ア
ツ
マ
テ

カ
タ
ル
コ
ヱ」
は 、
夫 ミ
項
出
の
漢
字
に
対
す
る
和
訓
で
あ
る
が 、
既
に
他
の

成
書
に
存
し
た
和
訓 、
殊
に
訓
釈
な
ど
を
引
用
し
た
も
の
と
は
考へ
に
く
い
も

の
で
あ
る 。
し
か
し
又 、
他
の
或
る
種
の
和
訓
は 、
明
に
他
の
成
書
に
存
し
た

の
を
引
用
し
た
も
の
で
あ
る 。
例へ
ば

磐余柳波(十二ノ二十六オ五)

把
頃酔己
蝦夷獄比
気調一刊左
如許日小一郎志
何作脚物、
(十一一/

二十六ウ一
|一一)

(
l)

 

は 、
日
本
霊
異
記
の
訓
釈
を
引
用
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
し 、
又 、

都慮配(結脚一叫)

堵M貯姪姥
燈娯
時計ト-女久荏再仙一日也故来紀見

狂虚駄一胤
多事脚一問
機翻
一芳朗寸比ト訂ス)(十二ノ二十六オ五|八)

(
2)

 

の
や
う
に 、
遊
仙
窟
の
訓
か
ら
引
用
し
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
や 、

髭駄軒〈一一一ノ二十五ウ一一)
泊
沼純
一町民(十二ノ二十一
オ一)

ヨ
乃
支

nk
須
介

〈十二ノ二十七オニ)

の
や
う
に 、
和
名
類
取県
抄
に
「
文
選
師
説」
と
冠
し
て
引
い
て
ゐ
て 、
と
の
新

撰
字
鏡
の
文
も 、
文
還
の
訓
か
ら
出
た
の
で
は
な
い
か
と
推
量
さ
れ
る
も
の
が

あ
る 。所

で 、
新撰
字
鏡
は 、
そ
の
序
文
に
よ
る
と 、
援
者
昌
住
は 、
最
初 、
「
出ゲ

易レ
覚--
於
管
見一」
め
ん
が
為
に
「
頗
所三
鳩--l
築
諸
字
音
訓- 、
粗
彼ニ撰-寸
録

群
文
倭
漢- 、
文
ミ

弁レ
部、
字
ミ

銀レ
篇」
っ
て 、一
往
三
巻
本
と
し
て
勅
成
し

た
が 、
そ
の
後
も
増
補
の
筆
を
休
め
ず 、
自国
泰
年
中
に
「
得ユ
玉
篇
及
初
韻- 、

提ニ
加
私
記-」
し
た
と
言
ひ 、
更
に
「
亦
於ニ
字
之
中ヘ
或
有ニ
東
倭
音
訓- 、
目疋

諸
舎
私
記
之
字
也」
と
述べ
て
ゐ
る 。
右
の
中
花
見
え
る
「
私
記」
と
は 、
現

存
す
る
「
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記」
「
日
本
紀
私
記」
な
ど
か
ら
推
測
す
れ
ば 、

音
義
の
類
で
あ
っ
て 、
和
訓
を
含
む
ζ
と
も
多
か
っ
た
と
考へ
ら
れ
る
の
で
あ

り 、
新撰
字
鏡
の
和
訓
に 、
先
行
の
舎
に
基
く
も
の
の
あ
る
こ
と
は 、
乙
の
序

文
の
記
述
か
ら
も 、
明
な
と
と
で
あ
る 。
然
る
に 、
新撰
字
鏡
の
援
者
は 、
か

や
う
に
漠
然
と
「
私
記」
と一言
っ
て
ゐ
る
だ
け
で
あ
っ
て 、
具
体
的
に
何
と
い

ふ
書
(又
は
そ
の
私
記)
で
あ
る
の
か 、
誰
人
の
所
撲
で
あ
る
の
か
と
い
ふ
乙
と

に
つ
い
て
明
示
し
た
所
は一
ヶ

所
も
見
当
ら
な
い 。
上
述
の
日
本
霊
異
記・
遊

仙
窟・
文
選
な
ど
の
出
典
に
し
て
も 、
現
存
す
る
古
点
本
や 、
和
名
類
取水
抄
に

所
載
の
出
典
名
な
ど
と
の
比
較
に
よ
っ
て
辛
う
じ
て
知
り
得
た
ζ
と
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
る 。
所
が 、
新撰
字
鏡
よ
り
も
三
四
十
年
下
っ
た
承
平
(
在
三
|

九
三
八)
の
頃
に
源
順
の
撰
し
た
和
名
類
爽
抄
で
は 、
「
日
本
紀
私
記」
「
遊
仙

窟
師
説」
「
文
選
師
説」
な
ど
の
や
う
に 、
和
訓
に
出
典
名
を
冠
す
る
も
の
が

多
く

見
ら
れ 、
又
院
政
初
期
の
成
立
と
考へ
ら
れ
る 、
図
書
寮
本
類
表
名
義
抄

で
は 、
殆
ど
大
部
分
の
和
訓
に 、
「
朱
云」
(
善
珠〉
「
弘
云」
(弘
法
大
師
空
海) 、

「
公
云」
(藤
原
公
任) 、
「
明
憲一玄」
「
行
円
云」
「
永
超
僧
都
云」
の
や
う
な
人

2 



和司1Iの伝流

名
や 、
又
は
「
選」
(文
選〉 、
「
遊」
(遊
仙
窟) 、
「
集」
(
白
氏
文
集)
の
や
う
な

出
典
書
名
を一
々
注
記
す
る
こ
と
を
怠
っ
て
ゐ
な
い 。
即
ち 、
同
じ

辞
書
の
和

訓
で
も 、
和
名
抄
や
図
書
祭
本
名
義
抄
で
は 、
和
訓
の
典
拠
を
重
視
し
て
そ
れ

を
注
記
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
の
に
対
し
て 、
新撰
字
鏡
で
は 、
そ
の
や
う
な

兆
候
が
全
く

見
ら
れ
な
い
と
い
ふ
相
違
に
着
目
し
た
い
と
恩
ふ
の
で
あ
る 。

と
の
三
者
の
内 、
和
名
抄
は撰
者
も
俗
人
で
あ
り 、
分
類
体
辞
書
と
い
ふ
異

っ
た
構
成
を
有
し
て 、
性
格
の
呉
る
面
も
あ
る
が 、
新撰
字
鏡
と
図
書
寮
本
類

取氏
名
義
抄
と
は 、
同
じ
く

部
首
引
の
辞
書
で
あ
り 、
又撰
者
も
共
に
僧
侶
で
あ

っ
て 、
共
通
面
が
大
き
い 。
新撰
字
鏡
の
撰
者回目
住
は
閲
歴
未
詳
で
あ
る
が 、

南
都
古

宗
の
僧
侶
と
見
る
可
能
性
が
大
き
い
で
あ
ら
う 。
図
書
寮
本
名
義
抄
の

場
合
も 、
南
都
古

宗
の一
た
る
法
相

宗
の
僧
侶
と
す
る
推
定
は
略 ミ
動
か
な
い

(
3)

 

所
で
あ
ら
う
か
ら 、
両
者
の
共
通
性
は一
層
強
く
な
る
わ
け
で
あ
る 。

し
か
し
ζ
の
二
者
の
間
は 、
和
訓
の一
致
の
度
合
が
極
め
て
低
い
の
で
あ

る 。
今 、
新撰
字
鏡
(天
治
本)
と 、
図
書
察
本
類
取県
名
義
抄
(以
下
夫 ぇ
「
新

撰
字
鏡」
「
名
義
抄」
と
略
称
す
る)
と
で
共
通
す
る
部
首
の
内 、
例
と
し
て
「
足

部」
と
「
山
部」
と
「
水
部」
と
に
つ
い
て 、
和
訓
の
比
較
を
試
み
よ
う 。

(
名
義
抄
は
全
体

の
約
五
分

の一
の
み
を
存
す
る
零
本で 、
水-
J・
言・
足・
立・一旦

.
ト・

函・
歯・
山・
石・
玉・
色・
邑・
阜・
土・
心・
巾・
糸・
衣

の二
十
部
首
を

有
す
る 。)

先
づ
足
部
に
つ
い
て
見
る
と 、
新撰
字
鏡
で
和
訓
を
有
す
る
漢
字
は 、
足
部

に
三
十
七
字 、
連
字
の
部
に
足
篇
の
字
十
語
(何
れ
もこ
字
宛で
あ
る
か
ら 、
文
字

と
し
て
は二
十
字で
あ
る
が 、
和
訓

の
単
位と
し
て
便
宜
上一
語
を一
単
位と
し
て
計
算

す
る〉
で
あ
っ
て 、
合
計
四
十
七
字
(語)
で
あ
る
が 、
乙
の
中 、
名
義
抄
に
も

和
訓
を
有
す
る
漢
字
は
僅
に
十
字
に
止
る
の
で
あ
る 。
そ
の
訓
を
比
較
し
て
示

す
と
次
の
如
く
で
あ
る 。
(
和
訓

の
部
分

の
み
を
摘
記
す
る 。)

(
新撰
字
鏡)

牒

難議又
(一
ア二
十
五
Z一)

欽一旦夫

不陪区鹿快(二
/
二
十
五
ウ三)

奈支又安
奈比良

操

倒刺刻
(ニ
ノ
二
十
五
ウ
七)

政
概…
詑叫
(ニ
ノ
二
十

六オ一)

限

創出叶創
(二
/
二
十

六オ
二)

吐何万太乃
佐ミ

比
(二
ノ
二
十

六オ
六)

震阿止支又布美
(二
/
二
十

六
ウ
三)

勝乎波志
利
(二
/
二
十
八
ウ
七)

距阿古江也
(二
/二
十
九オ
二〉

援
時限

諒一r一一、
(
十
二
/
二
十
三
ウ二)

際 扶 E果
公 JiI 到 川
ム ミ 引?若手| 阿|刻豆 義
ワ | 骨 奈i 不全bタ l Z比l 奈 。良! 岐ウ ( 谷コ ーー ミ
五 ♀ (
'""" 4" 0 

、J ノ、

四 ε
7 、J

政クハ
タツ
詩
ソハ
タツ
集(一
O
三6)

限…即日町一伊綬久比須谷と
ハ一
O

六5)

跨
pwH一れわ山崎

マ
タカル
集(一

O
八6)

膝
蹴 llトフミニ
シテ巽

〈一
一
四
4)

勝ヲトル
易
(一
一
01)

距川と :
乙

剛創出
(一
一
一
nt)

嵯
扶玉抄ミツ7
ツク

(一
一
一
4)

次
に
山
部
に
つ
い
て
見
る
と 、
新撰
字
鏡
に
和
訓
の
あ
る
三
十
四
字
の
内 、

名
義
抄
に
も
和
訓
の
あ
る
字
は
次
の
六
字
で
あ
る 。

i奥 喰弁山又太1
室主義国家「
和扇 相支 l 撰

又太 佐1字志乎 IJol 会会万利 志| 巴又 (
〆「 ノ、Y可 // 一一 ゥウ ーーー 、J

主ヰ岨崎 抽

着| 長基金|( 豆 副�刑制 (

十 ( 謝率六二六倒又 ノノ ノ 志| 二
二 四 ( オ
十 ウ 六 四一一 / 、J
g)空

五

(
名
義
抄)

機
峡ト

列刻MT

引刻刈
(一
四
四
3)

帥帆川ミ
末、

比良之万
こ
四三
6)

紬川ミ
剣劇
〈一
四
四
1)

時
幅

引列べ判外
集(一
一間
三
3)

岨サカシ巽
〈一
四三
6)

容
汁引川切
こ
三

六5)
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次
に
水
部
で
は 、
新
撰
字
鏡
に
和
訓
の
あ
る
四
十
七
字
の
内 、
名
義
抄
に
和

訓
の
あ
る
の
は
次
の
九
字
で
あ
る 。

(
新
撰
字
鏡)

溶白須留也(六/
十一
ウニ)

溶アフル
(三八4)

淋志太ミ留又毛留也(六ノ
十一
ウ
六〉

淋
渉文選師説都之介(四七1)

派

謝刻別対和加留也(六ノ
十ニオ一)

派

叶汁叫州集(一
七6〉

潮志保綱豆也(六ノ
十二オ五)

潮川
?
末、
{写ι保(
哩
吉)

洲加太(六ノ
十六ウ一)

洲川ミ :
木、
須〈四一
円4d)

湾左加万文(六/二
十オ
六)

湾ナミ
ミツノホ トリ(六

04)

漏波万又伊位(六ノ二
十二
ウ五)

濁ホ トリ詩(四九6〉

淵
港
開制
限

競
断支(十二ノ二
十ウ四)
淵フカシ詩
引記(一
七4)

淵フカシ符
フチ記(二

八3)

泊
沼

3剰刺(十一
ア一
干一
オ一)
泊
湘

軍需 説(一一五3)

右
の
内 、
傍
線
を
附
し
た
の
は 、
二
者
の
聞
に
共
通
又
は
類
似
の
和
訓
で
あ

る 。
右
以
外
の
部
に
つ
い
て
は 、
一
々
実
例
を一不
す
と
と
は
省
略
し 、
次
に
部

首
毎
に
例
数
の
み
を
掲
げ
る
と
と
に
す
る 。

D新撰字鏡で和訓

2③の内 、
名義抄で
も

Gを有する漢字

任、和訓を有する漢字

3

6

 

a4
 

ヴ44佳作tFhd
 

円tη4
 

ヴt噌'ム。。

土巾衣糸 言 足 心
部 部 部 部 部 部 部

3 12 18 10 1 

12 

1 

に)
似③のと和③

2訓とをに有共す通る又漢は字類

5 7 5 1 1 。

石
部

山
部

玉
部

水
部

二
水
部

区
部

阜
部

立
部

卜
部

豆
部

9 34 15 

4 

1 

6 

4 

4 

。

。

o 47 

9 

3 

。

。

2 

。

。

2 

。

。

。

。

。

。

。

1 。

。

。

計

29 

70 

nJu
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(
右
の
他 、
面
部・
胸
部・
色
部
の三
邸につ
い
て
は 、
名
義
抄で 、
終立
に
は
あ
る
け

れ
ど
も
肝
腎
の
本
文
を
欠い
て
ゐ
る 。)

乙
れ
ら
を
合
計
す
る
と 、
右
表
の
如
く 、

新
撰
字
銃
で
和
訓
を
有
す
る
字
の

内 、
名
義
抄
に
も
そ
れ
と
同一
又
は
類
似
の
和
訓
を
有
す
る
字
は 、
僅
に一
割

に
も
満
た
な
い
と
と
を
知
る
の
で
あ
る 。
即
ち 、
新
撰
字
銃
の
和
訓
は 、
そ
の

大
多
数
が
名
義
抄
に
伝へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
り 、
又 、
一
割
弱
の
共
通
又

は
類
似
す
る
も
の
に
つ
い
て
も 、
新
撰
字
鏡
か
ら
名
義
抄へ
直
接
取
入
れ
ら
れ

た
の
で
は
な
く 、

共
通
の
祖
先
に
当
る
文
献
か
ら
別
々
に
伝
承
さ
れ
た
と
見
る

方
が
可
能
性
が
強
い
の
で
あ
っ
て 、
結
局 、
名
義
抄
は 、
新
撰
字
鋭
か
ら
直
接

何
の
影
響
を
も
蒙
っ
て
ゐ
な
い
と
考へ
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

所
で 、
図
書
寮
本
類
取水
名
義
抄
は 、
院
政
初
期
の
頃
に 、
法
相
宗
の
僧
侶
に

よ
っ
て一編
述
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る 。
こ
の
舎
は 、
玉
篇・
切
韻・
玄
応
の一

切
経
音
義・
成
唯
識
論・
大
唐
西
域
記・
慈
恩
大
師
の
法
華
経
音
訓
等 、
海
彼

の
諸
書
を
始
と
し

て 、
弘
法
大
師
空
海
の
築
隷
万
象
名
義・
源
順
の
和
名
類
楽
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抄・
申
算
の
法
華
経
釈
文
な
ど 、
多
く
の
本
邦
所
撰
の
内
外
の
諸
蓄
を
引
用
集

録
し
て
ゐ
る 。
以
上
は
漢
文
の
本
文
そ
の
も
の
で
あ
っ
て 、
仮
名
を
含
む
場
合

も
万
葉
仮
名
で
あ
る
が 、
更
に
注
意
すべ
き
は 、
選
(文
選)・
命(論
語)
な
ど

の
訓
点
を 、
片
仮
名
表
記
に
よ
っ
て
引
用
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る 。
そ
の
中
に

取
入
れ
ら
れ
た
傍
訓
は 、
殆
ど
大
部
分
が
外
典
の
訓
点
本
の
名
を
記
し
た
も
の

で 、
仏
教
関
係
で
は 、
「
智
論
古
点」
な
ど
極
く

僅
で
あ
る
が 、
そ
の
代
り
に 、

真
興・
行
円・
明
憲・
永
超
な
ど
と
い
ふ
僧
侶
の
名
称
を
冠
し
た
片
仮
名
の
音

訓
が
多
く

見
え
て
ゐ
る

。
(
更
に
そ

の
他
に 、

珠
(
善
珠) 、

弘
(
弘
法
大
師〉

な
ど

の

万
葉
仮
名
和
訓
も
見
ら
れ
る)
そ
し
て 、
と
れ
ら
典
拠
の
書
名
や
人
名
の
中
に 、

殊
に
法
相
宗

系
統
の
も
の
の
多
い
と
と
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る 。

翻
っ
て
考
へ
る
の
に 、
新
撰
字
鋭
の
撰
者
昌
住
は 、
僧
伝
な
ど
に
も
そ
の
名

が
見
え
ず 、
そ
の
伝
は
詳
で
な
い 。
た
Y 、
乙
の
字
書
が 、
当
然
の
乙
と
な
が

ら 、
訓
訪
を
主
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
と 、
薬
師
寺
僧
景
戒
の
録
し
た
日
本
霊

異
記
の
訓
釈
を
引
用
し
て
ゐ
る
乙
と 、
平
安
初
期
の
仏
教
で
訓
誌
の
学
は
南
都

古
宗
が
中
心
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
ζ
と 、
な
ど
か
ら
推
し
て 、
昌
住
が
南

都
古
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
可
能
性
は
大
き
い
と
思
は
れ
る 。
し
か
も
乙
の
字
書

は 、
平
安
後
半
期
以
降 、
南
都
の
仏
教
徒
の
間
に
流
布
し
て
ゐ
た
可
能
性
が
大

き
い 。
天
治
元
年
三
一
二
四)
に
法
隆
寺
で
本
書
十
二
巻
を
僧
侶
が
分
担
執
筆

し
て一
切
経
の
料
に
充
て
て
ゐ
る
が 、
当
時
法
隆
寺
は
法
相
宗
学
中
心
の
学
文

寺
で
あ
っ
た 。
尚
そ
の一
切
経
は 、
全
部
が
そ
の
際
に
新
し
く

写
さ
れ
た
も
の

ば
か
り
で
は
な
く 、
そ
れ
以
前
か
ら
伝
存
し
て
ゐ
た
古
経
典
類
と 、
新
写
本
と

(
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を
併
せ
て
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら 、
新
写
の
経
典
は
そ
れ
ま
で
法
隆
寺
に

伝
来
し
て
ゐ
な
か
っ
た
可
能
性
も
あ
る 。
天
治
本
新
撰
字
鏡
の
巻
第
十一
の
末

に
不
空
穎
索
神間ん
心
経
序
の一
文
が
附
拍相
さ
れ
て
ゐ
る
が 、
そ
の
直
前
に
下
図

の
如
き
点
図
が
あ
る 。
乙
れ
は
「
東
大
寺
三
論
宗
点」
の一
部
で
あ
り 、
当
時

南
都
東
大
寺
な
ど
で
行
は
れ
て
ゐ
た
も
の
で
あ
っ
て 、
法
隆

寺
で
は
用
ゐ
ら
れ
て
ゐ
な
か
っ
た
点
で
あ
る
か
ら
(法
隆
寺

(
5)

 

は一
般に
喜
多
院
点
を
使
用
し
て
ゐ
た
て
と
の
経
序
が
も
と
も

と
天
治
本
新
撰
字
鏡
の
祖
本
に一
絡
に
な
っ
て
ゐ
た
も
の
と

す
れ
ば 、
そ
の
祖
本
は
東
大
寺
辺
か
ら
持
来
っ
た
可
能
性
が

あ
る 。
何
れ
に
し
て
も
新
撰
字
鏡
が
南
都
に
伝
来
し
て
ゐ
た

と
と
は 、
と
の
点
か
ら
略 ミ
確
で
あ
る 。
又 、
五
島
美
術
館

蔵
本
の
弥
勅
上
生
経
疏
の
端
書
に
は 、
新
撰
字
銃
の
抜
書
が
見
え
て
ゐ
る
が 、

(
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そ
の
筆
致
は
院
政
時
代
の
も
の
と
見
ら
れ
る 。
そ
し
て
そ
の
疏
の
本
文
に
は
平

安
中
期
頃
の
第
四
群
点
の
ヲ
コ
ト

点
が
附
せ
ら
れ
て
ゐ
る
が 、
経
典
の
内
容 、

及
び
乙
の
種
の
ヲ
コ
ト

点
か
ら 、
ζ
の
経
典
が
南
都
に
伝
来
し
た
可
能
性
が
大

き
い 。
更
に
又 、
岩
崎
文
庫
本
字
銑
は 、
院
政
末
乃
至
鎌
倉
初
期
の
成
立
と
考

へ
ら
れ
る
が 、
乙
の
本
K
は 、
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
か
ら
の
影
響
の
あ
る
乙

(
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と
が
発
見
さ
れ
た 。
名
義
抄
の
撰
者
を
南
都
法
相
宗
僧
侶
と
考へ
れ
ば 、
と
の

字
鋭
も
そ
の

系
統
と
関
係
あ
り
と
推
定
さ
れ
る 。
し
か
も
こ
の
字
銭
は 、
同
時

(
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に
新
撰
字
鏡
の
影
響
も
大
き
く
受
け
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら 、
ζ
の
点
か
ら
も

新
撰
字
鏡
は
院
政
鎌
倉
期
に
南
都
に
伝
存
し
て
ゐ
た
と
見
得
る
の
で
あ
る 。

か
や
う
に
し
て 、
新
撰
字
鋭
は 、
院
政
時
代
に 、
南
都
宗
学
の
聞
に
流
伝
し

て
ゐ
た
と
考へ
ら
れ
る 。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず 、
名
義
抄
の
作
者
が
そ
れ
を
引
用

し
な
か
っ
た
乙
と
は
不
審
で
あ
っ
て 、
何
か
然
るべ
き
理
由
が
あ
っ
た
か
ら
で

は
な
か
ら
う
か 。

そ
の
理
由
と
し
て 、
第一
に
考へ
ら
れ
る
の
は 、
名
義
抄
の
作
者
が
新
撰
字

鏡
を
入
手
し

得
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る 。
し
か
し 、

他
に
和
漢
内
外
に

亘
っ
て
斯
く
も
博
授
を
極
め
た
作
者
が 、
同
じ

教
学
園
の
中
に
在
っ
た
ζ
の
大

部
の
古
辞
書
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
ふ
こ
と
は
考へ
に
く
く 、
ζ
の
理
由
は
容

- ，ーっ .ト

ノ、I Iノ
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認
し

難
い
と
と
で
あ
る 。

第
二
に 、
新撰
字
鏡
を
見
た
け
れ
ど
も 、
そ
の
内
容
が
未
整
備
で
あ
っ
て 、

体
裁
も
不
統一
で
あ
り 、
分
類
基
準
も
混
雑
し
て
ゐ
て 、
材
料
と
し
て
取
上
げ

る
の
を
悌
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
推
測
で
あ
る 。
し
か
し 、

名
義
抄
に

は 、
一
番
か
ら一
条
乃
至
は
数
条
し
か
引
用
し
な
い
喜
も
多
く 、
そ
の
作
者

は 、
ど
ん
な
断
片
的
な
も
の
で
も 、
極
力
蒐
集
し
た
や
う
に
見
え
る 。
新撰
字

鏡
の
和
訓
の
中
に
は 、
名
義
抄
に
も
当
然
入
っ
て
ゐ
て
も
良
さ
さ
う
な
も
の

で 、
実
際
に
は
入
っ
て
ゐ
な
い
も
の
が
多
く 、
も
し
採
用
す
る
気
が
あ
る
な
ら

ば 、
内
容
の
未
整
備
な
ど
は
問
題
で
な
か
っ
た
や
う
に岡山
は
れ 、
ζ
の
理
由
も

あ
ま
り
重
要
な
も
の
と
は
考へ
ら
れ
な
い 。

第
三
に
考へ
及
ぶ
の
は 、
乙
の
字
書
が 、
名
義
抄
作
者
に
と
っ
て 、
典
拠
と

す
る
に
足
り
る
も
の
と
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
と
い
ふ
乙
と
で
あ
っ
て 、
私

は 、
と
れ
が
真
の
理
由
で
は
な
い
か
と
考へ
る 。
名
義
抄
の
作
者
は 、
仏
典
か

ら
引
用
す
る
際 、
前
述
の
如
く 、

殆
ど
大
部
分
は 、
僧
侶
の
名
を
冠
し
て
ゐ

る 。
辞
書・
音
義
類
の
や
う
に
名
称
の
固
定
し
た
典
籍
で
さ
へ
も 、
応
(玄
応

一
切
経
音
義) 、
弘
(空
海
築
隷
万
象
名
義・
一
字
頂
輪王
儀
軌立日
義) 、
中
(
中
算
法
議

経
釈
文) 、
真
(
其
輿
大
般
若
経
音
訓) 、

公
(
藤
原
公
任
大
般
若
経
字
抄)
の
や
う

に 、
典
籍
の
名
称
で
な
く 、

作
者
の
名
を
記
し
て
ゐ
る
(尤
も 、
法
華
経
音
義・

大
般
若
経
音
義
の
や
うに 、
同
名
泉
替
を
区
別
す
る
目
的
も
あっ
た
の
で
あ
ら
う
が) 。

所
が 、
と
の
新撰
字
鋭
は 、
撰
者
の
名
称
が
あ
ま
り
明
確
で
な
い 。
首
題
の
下

に
も
序
文
に
も
抜
文
に
も
見
え
て
居
ら
ず 、
僅
に
巻
第
八
の
尾
題
の
末
に
小
字

で

沙
門自国
住撰
集
之
文

と
記
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
ぎ
な
い 。
と
れ
は
明
に
後
人
の
加
筆
で
あ
っ
て 、
撰
述

当
時
の
記
載
と
は
到
底
考
へ
ら

れ
な
い 。
恐
ら
く 、

天
治
本
巻
第
八
を
書
写

し
た
法
隆
寺
僧
(僧
名不
明〉
が 、
何
か
の
根
拠
に
若
い
て 、
心
覚
え
の
為
に

か
や
う
に
書
記
し
た
も
の
に
迷
ひ
な
い 。
か
や
う
に 、
著
述
者
の
不
明
確
な
書

物
は 、
如
何
に
大
部
で
あ
っ
て
も 、
典
拠
と
す
る
に
ふ
さ
は
し
く
な
い
と 、
名

義
抄
の
作
者
は
考へ
た
の
で
あ
ら
う 。
抽出
者
名
を
記
し
て
ゐ
な
い
乙
と
だ
け
か

ら
言へ
ぽ 、
藤
原
公
任
の
大
般
若
経
字
抄
の
例
が
あ
る
が 、
と
の
場
合
は 、
当

(
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時
別
に
「
納
言
抄」
の
通
称
も
あ
り 、
公
任
の
名
は
周
く

知
ら
れ
て
を
り 、

又 、
公
任
そ
の
人
に
対
し
て
典
拠
と
す
る
に
足
る
と
考へ
た
為
で
あ
ら
う 。
そ

れ
に
対
し
て 、
自国
住
は
伝
記
も
不
明
の
や
う
な
無
名
の
僧
で
あ
っ
て 、
拠
る
に

足
り
な
い
と
考へ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う 。

尚 、
新撰
字
鋭
に
は 、
名
義
抄
時
代
に
は一
般
に
失
は
れ
て
し
ま
っ
た
古
形

の
和
訓
が
少
く
な
い 。
ヲ
ミ
ナ
(新
形
ヲム
ナ) 、
ノ
ホ
キ
リ

(新
形ノコ
キ
リ) 、

ク
ヒ
、
ス
(新
形
クヒ
ス・
キヒ
ス)
な
ど 。
名
義
抄
の
作
者
は 、
か
や
う
な
古

形
の
多
い
乙
と
を
嫌
っ
た
の
か
と
も一
往
は
考へ
ら
れ
る
が 、
恐
ら
く
そ
れ
が

主
な
原
因
で
は
無
か
ら
う 。
名
義
抄
に
は 、
「
懇珠ミ
綱毛古呂繭」
(二一ニ
九1)

の
や
う
な
古
形
ネ
モ
ゴ
ロ
(新
形、不ム
コ
ロ
と
の
形
も
併
存)
な
ど
を
も
存
し
て
ゐ

る 。
そ
れ
も
「
珠」
(普
珠)
と
い
ふ
典
拠
が
あ
る
乙
と
に
よ
る
の
で
あ
る 。

又 、
日
本
霊
異
記
の
訓
釈
が
名
義
抄
に
取
入
れ
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
と
も 、
乙

れ
と
問
様
の
理
由
が
考へ
ら
れ
る
と
思
ふ
が 、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
更
に
考

究
し
て
行
き
た
い 。

6 

以
上
は 、
図
書
寮
本
類
取県
名
義
抄
と
い
ふ
漢
和
字
舎
に
於
て 、
和
訓
の
典
拠

が
如
何
に
重
視
さ
れ
た
か
と
い
ふ
と
と
を
探
究
し
た
の
で
あ
る
が 、
次
に 、
目

を
転
じ
て 、
訓
点
本
の
世
界
に
於
て
も 、
平
安
中
期
以
降 、
典
拠
重
視
の
風
潮

が
盛
に
な
っ
た
ζ
と
を
述べ
よ
う
と問中
ふ 。
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平
安
初
期
九
世
紀
は 、
訓
点
の
創
成
期
で
あ
っ
て 、
当
時
の
訓
点
資
料
に

は 、
前
代
か
ら
の
伝
統
的
な
制
約
と
い
ふ
と
と
は
殆
ど
無
く 、
訓
話
に
関
す
る

当
時
の
学
者
の
独
自
な
研
究
活
動
の
産
物
で
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
よ

う 。
一
般
に
古
訓
点
に
お
い
て
は 、
漢
籍
の
世
界
と
仏
典
の
世
界
と
が
分
け
ら

れ
る
が 、
現
存
す
る
平
安
初
期
点
本
は
何
れ
も
仏
典
の
み
で
あ
っ
て 、
漢
籍
の

も
の
は
(
後
世の

伝
写
本は
少
数
知
ら
れ
る
が 、
当
時
の
書
写
で
現
存
す
る
もの
は)
全

く
知
ら
れ
て
ゐ
な
い 。
そ
し
て 、
そ
の
現
存
の
仏
典
点
本
で
見
る
限
り
は 、
何

れ
も
当
時
の
学
僧
の
講
義
の
手
控
か
又
は
聴
聞
の
際
の
書
入
れ
と
考へ
ら
れ
る

も
の
ば
か
り
で
あ
る 。
又
そ
の
訓
法
は 、
当
時
の
学
者
自
ら
の
訓
話
に
若
く
訓

法
が
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ
て 、
そ
れ
よ
り
も
前
の
時
代
の
訓
法

を
伝
承
し
た
と
い
ふ
証
拠
は
一
つ
も
見
出
さ
れ
な
い
(
勿
論 、
教
義
内
容につ
い

て
は
師
承
も
あっ
た
で
あ
ら
う
が 、
そ
れ
は
ど
と
ま
で
も
内
容につ
い
て
で
あっ
て 、
言

語
の
形
と
し
て
は
固
定
し
て
ゐ
な
かっ
た
と
考
へ
る
の
で
あ
る) o
そ
の
証
拠
は
数
多

く
あ
る
が 、
第一
に 、
平
安
初
期
点
本
の
言
語
が 、
奈
良
時
代
語
よ
り
も
新
し

く 、
平
安
時
代
中
期
語
よ
り
も
古
く 、
そ
の
歴
史
的
推
移
の
中
聞
に
位
し
て
ゐ

る
と
と 、
第
二
に 、
当
時
の
加
点
の
用
具
が
多
く
胡
粉
で
あ
っ
て 、
簡
単
に
拭

ひ
消
す
乙
と
が
出
来 、
訓
点
が一
時
的
な
備
忘
に
過
ぎ
ず 、
後
に
残
し

伝へ
る

も
の
で
な
か
っ
た
乙
と 、
第
三
に 、
仮
名
字
体・
ヲ
コ
ト

点
が
殆
ど
各
文
献
毎

に
個
々
別
々
で
社
会
的
に
不
統一
で
あ
る
こ
と 、
第
四
に 、
識
語
を
記
載
し
た

点
本
の
割
合
が 、
後
世
に
比べ
て
非
常
に
少
い
と
と
(平
安
初
期で
は
約一
割
程

度
し
か
無い〉
な
ど
の
務
点
を
挙
げ
る
乙
と
が
出
来
る 。

所
が
平
安
中
期
十
世
紀
に
下
る
と 、
右
の
事
情
は
大
い
に
変
化
し
て
来
る 。

先
づ
第一
に 、
言
語
の
内
容
が 、
立国
領・
文
法・
語
染
の
諸
面
に
於
て
平
安
初

期
と
は
異
っ
た
形
を一示
し 、
第
二
に
加
点
用
具
も 、
白
点
も
未
だ
多
く

用
ゐ
ら

れ
る
が 、
朱
点
が
多
く
な
り 、
更
に
墨
筆
の
使
用
が
始
る 。
朱
点・
墨
点
は
共

に
白
点
と
異
っ
て
消
し
に
く
い
も
の
で
あ
り 、
本
文
と
共
に
訓
点
を
後
ま
で
残

す
の
に
都
合
の
よ
い
も
の
で
あ
っ
て 、
ζ
れ
は
明
に
訓
点
が
本
文
に
定
着
し
て

後
に
伝
承
さ
れ
る
方
向
を
示
し
て
ゐ
る 。
第
三
に 、
ヲ
コ
ト

点
の
形
式
化
固
定

化
の
問
題
で
あ
る 。
平
安
初
期
の
個
別
的
な
形
式
が 、
中
期
に
は
二
つ
以
上
の

文
献
に
共
通
し
て 、
し
か
も
年
代
を
隔
て
て 、
同一
形
式
の
ヲ
コ
ト

点
が
使
用

さ
れ
る
や
う
に
な
る 。
乙
の
種
の
使
用
例
の
最
古
例
は 、

付
蘇
悉
地
渇
羅
経
略
疏

寛
平
八
年
〈
八
九
六〉

比
叡
山
憐
昭
点
(但
し
現

存
本
は
天
暦
五
年
〈
九五一〉
の
移
点
本)

同
周
易
抄
寛
平
九
年
(八
九
七)
頃
字
多
天
皇
点

白
金
剛
頂
稔
伽
修
習
三
摩
地
法
天
暦
三
年
(九
四
九)
仁
和
寺
寛
空
資
点

の
三
点
本
で 、
付
ω
と
白
と
は
約
五
十
年
を
隔
て
て
ゐ
な
が
ら 、
三
者
共
通
し

た
「
乙
点
図」
(中
田
祝
夫
博
士
命
名)
が
使
用
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が 、
ζ

の
点
法
は 、
比
叡
山
天
台
宗
|

仁
和
寺
天台
宗
|

仁
和
寺

真
言
宗
と
い
ふ

系
列

(
ω)

 

の
中
に
伝へ
ら
れ
た
も
の
と
考へ
ら
れ
る 。
ζ
れ
と
殆
ど
同
じ

十
世
紀
の
初
頭

の
頃 、
三
井
寺
天
台
宗
で
は
商
基
点
と
い
ふ
ヲ
コ
ト

点
が
固
定
し
て
使
用
し

始

め
ら
れ
た
ら
し
い 。
そ
れ
を
追
ひ
か
け
る
や
う
に 、
十
世
紀
か
ら

十一
世
紀
に

か
け
て 、
喜
多
院
点 、
中
院
僧
正
点 、
東
大
寺
三
論
宗
点 、
仁
都
波
迦
点 、
宝

腫
院
点 、
円
堂
点
と
い
っ
た
諸
種
の
ヲ
コ
ト

点
が
出
現
し 、
そ
れ
ら
が一
定
の

教
学
宗
派
の
内
部
で
夫 ミ
共
通
に
使
用
さ
れ 、
し
か
も
時
間
的
に
も
次
々
と
伝

承
さ
れ
て
行
く
と
い
ふ
や
う
に 、
共
時
的
に
も
適
時
的
に
も
固
定
的
普
通
的
な

(
U)

 

性
格
を
備
へ
る
や
う
に
な
っ
て
行
っ
た 。

乙
の
や
う
な
ヲ
コ
ト

点
の
固
定
の
現
象
と
併
せ
注
目
すべ
き
は 、
訓
点
本
に

お
け
る
移
点 、
即
ち
祖
点
本
か
ら
訓
点
を
自
己
の
所
持
本
に
移
す
と
い
ふ
活
動

が 、
ヲ
コ
ト

点
固
定
と
同
じ
く 、

平
安
中
期
か
ら

発
生
し
た
と
い
ふ
事
実
で
あ

る 。
点
を
移
す 、
即
ち
「
移
点」
「
写
点」
と
い
ふ
ζ
と
が 、
訓
点
本
の
識
語

7 



と
し
て
記
載
さ
れ
た
例
の
現
存
す
る
の
は 、
十一
世
紀
の
半
よ
り
遡
る
ζ
と
が

出
来
な
い
が 、
移
点
そ
の
も
の
の
始
り
は 、
既
に
十
世
紀
に
在
る
と
と 、
中
国

(
ロ)

祝
夫
博
士
の
考
証
さ
れ
た
如
く
で
あ
る 。
移
点
は 、
時
代
と
共
に
盛
に
な
り 、

院
政
時
代
(十二
世
紀)
に
入
る
と 、
殆
ど
大
部
分
の
訓
点
本
は
移
点
本
と
な

っ
て
し
ま
ふ
程
で
あ
る 。

所
で 、
そ
の
移
点
の
際
に 、
組
本
と
仰
い
だ
本
が
ど
の
や
う
な
性
格
の
も
の

で
あ
っ
た
か
と
い
ふ
問
題
が
あ
る 。
乙
れ
は
個
々
の
文
献
毎
に
事
情
は
異
り 、

別
々
に
検
討
すべ
き
で
あ
っ
て 、
一
概
に
は
言へ
な
い
が 、
次
に
具
体
的
な
例

を一
二
述べ
て
見
る
と
と
に
す
る 。
先
づ 、
法
相
宗
学
の
中
心
的
経
典
で
あ
る

成
唯
識
論
の
場
合 、
平
安
後
半
期
に
は
少
く
と
も
三
種
の
訓
法
の
伝
流
が
あ
っ

た 。
即
ち

一 、
興
福
寺
法
相
宗
の
流

明
詮
」
↓
文
興
(↓
能
寂・:)

一
↓
蓮
範

二 、
東
大
寺
法
相
宗
の
流

平
能
↓::・

三 、
比
叡
山
天
台
宗
の
流
::・

克
印
↓ee---

(
日)

(
は)

の
三
流
で
あ
る 。
第一
の
流
は 、
桂
泰
蔵
氏
蔵
本
及
び
大
東
急
記
念
文
庫
本

(
日)

(推
定)
の
安
和
元
年
(九
六
八)
興
福
寺
蔵
文
興
の
加
点
本、
及
び
興
福
寺
蔵

本
の
治
安
三
年
(一
O二
三)
興
福
寺
僧
蓮
範
の
加
点
本
で
あ
り 、
前
者
は
更
に

鎌
倉
時
代
以
降
移
点
さ
れ
て
脈
々
と
し
て
現
代
に
及
ん
で
ゐ
て 、
こ
れ
ら
諸
本

の
訓
法
を
比
絞
す
る
と 、
相
互
に
細
部
に
至
る
ま
で
殆
ど一
致
し
て
ゐ
て
組
断

し
な
い
も
の
で
あ
る 。
そ
し
て
ζ
の
訓
法
は 、
平
安
初
期
の
明
詮
(七
八
九
|

八
六
八)
の
訓
法
を
伝へ
た
も
の
と 、
私
は
推
定
し
て
ゐ
る 。
第
二
の
流
は 、

石
山
寺
蔵
本
の
寛
仁
四
年
(一
O二
O)
の
点
本
で 、
ζ
れ
は
東
大
寺
法
相
宗
の

平
能
(九五
ニ
|一

O
三
五)
の
資
の
加
点
に
係
る
も
の
で
あ
る 。
第
三
の
流
は 、

吉
水
蔵
本
の
寛
治
五・
六
年
(一
O
九一
・一
O
九二)
の
訓
点
で 、
識
語
に
よ

れ
ば 、
天
台
宗
の
学
僧
寛
印
供
奉
の
本
よ
り
移
点
し
た
も
の
の
由
で
あ
る 。
究

印
は
十
世
紀
末
葉 、
正
暦
(九
九
O
|

九
九五〉
頃
の
人
で
あ
る 。

ζ
れ
ら

三
流
の
内 、
第一
流
が
最
も
古
く
て
平
安
初
期
の
様
相
を
呈
し
た
所

が
多
く 、

第
二
流
が
と
れ
に
次
ぐ
が 、
第
三
流
は
比
較
的
新
し
い
も
の
と
考へ

ら
れ
る 。
し
か
し

何
れ
も 、
後
の
点
本
が
識
語
で 、
明
詮・
平
能・
寛
印
の
如

く 、
何
れ
も
著
名
な
学
匠
の
名
を
記
し

伝
へ
て
ゐ
る
ζ
と
は
注
意
すべ
き
で
あ

ヲ令 。
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次
に
金
光
明
最
勝
王
緩
の
場
合
で
あ
る
が 、
古
点
本
の
識
語
の
例
が
之
し
い

か
ら 、
推
測
の
域
を
出
な
い
が 、
平
安
初
期
の
例
と
し
て
は 、
西
大
寺
蔵
本

(第二
群
点)
と
唐
招
提
寺
蔵
本
(第
三
群
点)
と
が
あ
っ
て 、
訓
法
は
互
に一

致
し
な
い 。
次
に
平
安
中
期
点
本
と
し
て
は 、
高
野
山
龍
光
院
蔵
本
白
点
(第

四
群
点〉
と
五
島
美
術
館
蔵
本
白
点
(第
四
群
点)
と
が
あ
り 、
未
だ
詳
し
く

調

査
し
て
ゐ
な
い
の
で
明
確
に
は
判
ら
な
い
が 、
互
に一
致
せ
ず 、
又 、
平
安
初

期
の
二
本
と
も一
致
し
な
い
ゃ
う
で
あ
る 。
即
ち 、
平
安
初
期・
中
期
の
点
本

で
は 、
各
本
毎
に
区
々
の
訓
法
の
行
は
れ
て
ゐ
た
と
推
察
さ
れ
る 。
そ
し
て
こ

れ
ら
の
本
に
は
何
れ
も
識
語
が
無
い
か
ら 、
如
何
な
る
流
派
の
訓
法
で
あ
る
か

は
明
で
な
い
が 、
私
の
感
取
す
る
所
で
は 、
と
れ
ら
四
本
何
れ
も
南
部
の
古
宗

の
訓
点
で
は
な
か
ら
う
か
と
推
測
す
る 。

次
に
平
安
後
期
に
入
る
と
春
日
和
男
博
士
蔵
本
(石
山
寺
本)
が
あ
る 。
十一

世
紀
中
頃
の
加
点
で
東
大
寺
三
論
宗
点
を
使
用
し
て
を
り 、
東
大
寺
辺
の
訓
法

を
示
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
考へ
ら
れ
る 。
院
政
時
代
に
入
る
と 、
西
大

寺
成
本
の
永
長
二
年
(一
O
九
七)
朱
点
が
あ
る 。
ヲ
コ
ト

点
は
喜
多
院
点
を
用

ゐ 、
同
じ

本
文
(奈
良
時
代
書
写)
に
前
に
加
点
さ
れ
た
平
安
初
期
白
点
(第二

群
点)
を
全
く

無
視
し
た
形
で
上
か
ら
朱
点
で
加
点
し
て
を
り 、
訓
法
は
二
者

全
く

相
違
し
て
ゐ
る 。
永
長
点
の
訓
法
は 、
中
に
時
折
古
風
な
訓
法
を
残
し
て
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は
ゐ
る
が 、
全
体
と
し
て
は
明
に
平
安
後
半
期
の
訓
法
を
見
る
べ
き
で
あ
る 。

而
も 、
石
山
寺
本
と
比
較
す
る
と 、
又
相
違
し
て
を
り 、
概
し
て
言
へ
ば 、
石

山
寺
本
の
方
が
永
長
点
よ
り
も
更
に
即
字
的
な
比
較
的
新
し
い
訓
法
の
や
う
に

考へ
ら
れ
る 。
永
長
点
に
は 、
若
干
遡
っ
た
時
期
の
祖
点
本
が
あ
っ
て 、
そ
れ

か
ら
移
点
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る 。
ヲ
コ
ト

点
は
喜
多
院
点
で
あ
る
か
ら 、

輿
福
寺
な
ど
法
相
宗
の
学
侶
の
加
点
と
見
る
と
と
が
出
来
る 。
又 、
五
鳥
美
術

館
本
に
は 、
前
述
の
白
点
の
後
か
ら 、
そ
れ
と
全
く

異
っ
た
墨
筆
の
仮
名
点

(
院
政
期
加
点)
が
加へ
で
あ
る
が 、
と
れ
は
極
め
て
即
字
的
な
訓
法
で
あ
っ

て 、
石
山
本
よ
り
も
更
に
新
し
い
も
の
か
と
考へ
ら
れ
る 。
そ
の
伝
流
は
不
明

で
あ
る
が 、
或
い
は
天
台
宗
系
で
は
な
か
ら
う
か
と
想
像
す
る 。

以
上
の 、
金
光
明
最
勝
主
経
の
訓
法
を
務
理
す
る
と 、

「
南
都
系一
流--
j
i--:・:

西
大
寺
本
白
点

一
同

別
流:・
・
:・
・

唐
招
提
寺
本
白
点

平
安
初
中
期

{
一
同

又
別
流・
:・:

龍
光
院
本
白
点

f
同

又
又
別
流
:
:

五
島
本
白
点

「
興
福
寺
法
相
宗
系::・
西
大
寺
本
永
長
点

平
安
後
期
以
後
士東
大
寺
三
論
宗
系:;:
石
山
寺
本
白
点

戸
天
台
宗
系(
?):・
・

豆
島
本
塁
点

の
如
く

で
あ
る
か
と
思
は
れ
る 。
前
の
成
唯
識
論
と
異
り 、
と
の
経
で
は
平
安

初
期
の
訓
法
は
後
代
に
伝
へ
ら
れ
る
と
と
無
く
し
て
亡
び 、
平
安
後
期
以
後
に

興
っ
た
訓
法
が
存
在
し
た
ら
し
い
が 、
そ
の
古
さ
の
程
度
が 、
興
福
寺
系
|

東

大
寺
系
|

天
台
宗
系
の
順
に
な
る
と
と
が 、
前
の
成
唯
識
論
の
場
合
と
同
順
で

あ
る
こ
と
に
注
意
すべ
き
で
あ
る 。

次
に
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の
訓
点
を
考へ
て
見
ょ
う 。
本
書
は
法
相
宗
の

宗
祖
た
る
玄
英
三
蔵
の
伝
記
で 、
広
く

読
ま
れ
た
本
で
あ
る 。
本
書
の
現
存
す

る
平
安
時
代
の
点
本
と
し
て
は 、
平
安
中
期
以
前
の
も
の
で
は 、
そ
の一
部
分

の
文
が 、
大
唐
三
蔵
玄
笑
法
師
表
啓
(
知
恩
院
蔵 、
平
安
初
期
点)
に
収
め
ら
れ

て
ゐ
る
が 、
そ
れ
以
外
は
院
政
期
以
後
の
も
の
ば
か
り
で
あ
り 、
表
啓
の
平
安

初
期
点
は 、
後
の
諸
点
本
と 、
訓
法
の
上
で
全
く

相
違
す
る
も
の
で
あ
る 。
所

で 、
院
政
期
の
点
本
と
し
て
は 、
興
福
寺
本
(
承
徳
三
年〈一
O
九
九〉
輿
福
寺
本

済
賢
移
点 、
永
久
四
年〈一
二
六〉
点
等) 、
法
隆
寺
及
び
国
立
国
会
図
書
館
蔵

本
(
大
治
元
年
二
一
二
四〉
法
隆
寺
僧
党
印
移
点) 、
天
理
図
書
館
本
(
院
政
後
半

期
点)
な
ど
が
あ
る 。
又
他
に
息
心
抄
(
叡
山
文
庫
蔵 、
建
久
間
|

六
年〈
二
九
三

|
二
九五〉
写)
に
引
用
さ
れ
た
も
の
が
短
い
部
分
な
が
ら 、
存
在
す
る 。
輿

福
寺
本
は
仮
名
点 、
法
隆
寺
本
は
喜
多
院
点 、
天
理
図
書
館
本
は
円
堂
点
で
あ

っ
て 、
訓
法
は
三
者
三
様
で
あ
る 。
興
福
寺
本
の
内 、
承
徳
点
(
巻
第
七
l

十)

の
祖
点
は
不
明
で
あ
る
が 、
永
久
点(
巻
第一
11

六)
に
つ
い
て
は 、
そ
の一
部

に
東
大
寺
三
論
宗
点
の
ヲ
コ
ト

点
図
の
断
片
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら 、
祖
点
が

東
大
寺
三
論
宗
点
で
あ
っ
た
の
で
あ
り 、
そ
れ
を
仮
名
点
に
直
し
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る 。
若
し
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば 、
と
の
訓
法
は
東

大
寺
系
の
も
の
で
は
な
い
か
と
い
ふ
と
と
に
な
る 。
法
隆
寺
本
大
治
点
は 、
そ

の
識
語
に
よ
れ
ば 、
輿
福
寺
別
当
に
上
っ
た
経
尋
(一
O
六
O
又
は一
O
六一
|

一
一
三
二〉
の
所
持
本
を
祖
点
本
と
し
て
移
点
し
た
も
の
で
あ
り 、
而
も
そ
の

経
尋
の
本
は
「
三
本
移
点
御
本」
(
巻
第一
期封
書)
で
あ
る
か
ら 、
祖
点
は
更
に

遡
る
も
の
で
あ
る
が 、
経
尋
の
本
で
あ
る
か
ら
興
福
寺
に
伝
承
さ
れ
て
ゐ
た
乙

と
は
疑
無
い 。
永
久
点
と
大
治
点
と
を
比
較
す
る
と 、
移
点
年
代
は
後
者
の
方

が
少
し

下
る
け
れ
ど
も 、
訓
法
は
逆
に
後
者
の
方
が
古
い 。
助
詞
の
「
イ」「モ

ノ
ゾ」
な
ど
は
後
者
に
の
み
見
え
て
前
者
に
見
ら
れ
な
い 。
即
ち 、
と
の
本
で

も 、
輿
福
寺
系
訓
法
の
方
が
東
大
寺
系
訓
法
よ
り
も
古
い
も
の
を
伝
へ
て
ゐ
る

や
う
に
考へ
ら
れ
る 。
又 、
興
福
寺
本
の
内 、
承
徳
三
年
点
(
曇
点 、
興
福
寺
僧

済
賢
加
点)
及
び
略 ミ
そ
れ
と
同
時
期
の
加
点
た
る
朱
点
(
同
人
加
点
か〉
と
に

9 



ー一一一一一ーで可

つ
い
て
は 、
そ
の
祖
点
は
未
詳
で
あ
る
が 、
法
隆
寺
本
大
治
元
年
点
と
比
較
す

る
と 、
そ
の
祖
本
の
元
た
る
三
本
の
内
の
二
本
の
訓
法
を
夫 ミ
伝へ
て
ゐ
る
か

と
見
ら
れ
る
節
が
あ
っ
て 、
と
れ
も
興
福
寺
流
の
訓
法
を
示
し
て
ゐ
る
の
で
は

(
げ}

な
い
か
と
恩
は
れ
る 。
尚
天
理
本
は
円
堂
点
で
あ
る
か
ら 、
仁
和
寺
真
言
宗
な

ど
の
流
か
と
も
思
は
れ
る
が 、
分
量
が
少
い
か
ら
必
ず
し
も
右
二
者
と
の
先
後

関
係
は
明
確
で
な
い
が 、
比
較
的
新
し
い
も
の
の
や
う
に
思
は
れ
る 。
最
後

に 、
息
心
抄
に
引
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が 、
ζ
れ
も
巻
第
四
の
内
の
短
い
部

分
で
あ
る
か
ら
軽
々
に
判
断
は
出
来
な
い
が 、
興
福
寺
本
永
久
点
と
は
明
に
巽

(
問)

っ
て
ゐ
る 。
法
隆
寺
本
に
近
い
か
と
見
ら
れ
る
本
文
の
部
分
が
あ
る
が 、
法
隆

寺
本
の
巻
第
四
が
現
存
し
な
い
為 、
詳
細
は
詳
で
な
い 。

結
局 、
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
の
訓
法
は 、
次
の
如
く
な
ら
う 。

平
安
初
期・

・
・・・・・
::
:
::

大
唐
三
蔵
玄
笑
法
師
表
啓
古
点

「
て
興
福
寺
系:
:

-法
隆
寺
本
大
治
点

一

(乙の
内に
更に

一
興
福
寺
本
承
徳
点・
同
頃
朱
点

平
安
後
半
期
一一一 、
友一
羽

毛

君

主
永
久
点

「
三 、
真
言
宗
系
・
:

天
理
図
書
館
本
院
政
期
点

以
上
取
上
げ
た
「
成
唯
識
論」
「
金
光
明
最
勝
王
経」
「
大
慈
恩
寺
三
歳
法
師

伝」
の
三
者
は 、
何
れ
も
南
都
古
宗
の
聞
に
古
く
か
ら
広
く

行
は
れ
て
ゐ
た
書

で
あ
っ
て 、
平
安
初
期
以
来 、
平
安
初
期
以
来 、
訓
点
が
存
在
し
た
と
考へ
ら

れ
る
も
の
で
あ
る 。
こ
れ
ら
を
見
渡
し
て
考へ
る
と 、
平
安
初
中
期
の
頃
に

は 、
恐
ら
く

個
々
別
々
の
多
く
の
異
っ
た
訓
法
が
あ
っ
た
と
息
は
れ
る
が 、
そ

れ
ら
の
多
く
は
平
安
後
半
期
に
伝へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
り 、
平
安
後
半
期

に
於
て
は 、
別
個
の
訓
法
が
行
は
れ
て
ゐ
た 。
し
か
も
そ
れ
に
は
少
く
と
も
次

の
や
う
な
諸
流
が
あ
り 、

一 、
輿
福
寺
系
(
法
相
宗〉

二 、
東
大
寺
系

三 、
真
言
宗
系

四 、
天
台
宗
系

と
の
流
派
別
の
区
分
が
諸
蓄
に
亘
っ
て
或
る
程
度
共
通
に
存
し
た
や
う
に
恩
は

れ
る 。
乙
れ
は 、
当
時
存
し
た
教
学
の
集
団
の
区
別
が 、
か
や
う
な
区
別
を
生

ん
だ
も
の
か
と
思
は
れ
る 。
そ
し
て 、
大
ま
か
に
言へ
ば 、
興
福
寺
系
が
最
も

古
い
訓
法
を
伝へ 、
東
大
寺
系
が
乙
れ
に
次
ぎ 、
天
台
宗
系
が
最
も
新
し
い
と

い
ふ
傾
向
が
あ
っ
た
や
う
に
見
受
け
ら
れ
る 。
そ
し
て 、
成
唯
識
論
の
明
詮
の

場
合
は
例
外
で
あ
る
が 、
そ
の
他
の
点
本
の
識
語
の
伝へ
る
加
点
僧
侶
の
名

は 、
真
興
(
九三
四
|一

O
O
四) 、
平
能
(
九五
二
|一

O
三
五) 、
寛
印
(
九
九
O

|
九
九五
頃) 、
経
尋
(一
O
六
O
又
は一
O
六一
l一

一
三
二〉
の
や
う
に 、
十
世

紀
後
半
以
降
の
人
ば
か
り
で
あ
っ
て 、
九
世
紀
以
前
の
人
名
は
見
出
す
ζ
と
が

出
来
な
い 。

10 

以
上
は 、
南
部
古
宗
の
点
本
を
中
心
に
考へ
て
来
た
が 、
次
に
限
を
転
じ

て 、
天
台・
真
言
な
ど
の 、
比
較
的
新
し
い
平
安
仏
教
(そ
れ
は
同
時に
共に
密

教
的
要
素が
濃
厚で
あ
る
が)
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い 。
平
安
初
期

の
点
本
は
殆
ど
全
部
が
南
部
古
宗
の
も
の
ば
か
り
で
あ
り 、
平
安
中
期
か
ら
は

密
教
的
な
経
典
の
点
本
が
現
れ 、
平
安
後
期
か
ら
院
政
期
に
入
る
と 、
天
台
真

言
な
ど
密
教
系
の
点
本
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る
に
至
る
の
で
あ
る 。

先
づ
密
教
の
中
心
的
経
典
た
る
大
枇
鹿
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
(
大日
経)

に
つ
い
て
見
ょ
う 。
と
の
経
典
は 、
天
台
宗・
真
言
宗
に
亘
っ
て
広
く

読
ま
れ

た
も
の
で 、
更
に
平
安
後
期
に
は 、
興
福
寺
の
学
侶
に
ま
で
も
読
ま
れ
て
ゐ
た

資
料
が
あ
る 。
興
福
寺
は
法
相
宗
が
中
心
で
あ
っ
た
が 、
密
教
学
も
古
く

か
ら

行
は
れ
て
ゐ
た
も
の
と
見
え
る 。



現
存
す
る
大
日
経
の
古
点
本
は
極
め
て
多
く 、

平
安
時
代
(
院
政
期
を
含
む)

だ
け
に
限
っ
て
も 、
約
二
十
点
が
管
見
に
入
っ
て
ゐ
る 。
そ
れ
ら
を
見
渡
し
て

考
察
す
る
の
に 、
細
部
に
亘
っ
て
ま
で
完
全
に
符
合
す
る
も
の
は
仲
々
見
ら
れ

な
い
が 、
大
ま
か
な
分
類
を
施
す
な
ら
ば 、
大
体
次
の
三
流
に
分
れ
る 。

て
真
言
宗
小
野
流

系

A 、
国
会
国
書
館
本

B 、
西
大
寺
本

c 、
同-e

 

D 、
龍
光
院
本
(
甲
本)

*

 

E 、
同

(乙
本)

F 、
醍
醐
寺
本

二 、
真
言
宗
広
沢
流

系

G 、
国
会
図
書
館
本

H、
同

ー 、
五
島
美
術
館
本

和訓 の 伝流

H J 

仁 策本
和 寺
寺 金
本 剛

蔵
本

K 、
架
蔵
本
(
甲
本)

平
安
中
期
点
(
東
大
寺
三
論
宗
点)

長
保
二
年
(一
0
0
0)
点
(
仁
都
波
迦
点)

承
暦
二
年
(一
O
七
八〉

興
福
寺
寛
経
点
(
喜
多
院
点)

天
喜
六
年
(一
O五
八)

高
野
山
明
算
点
(
中
院
僧
正
点)

天
喜
頃
点
(
中
院
僧
正
点)

院
政
初
期
点
(
東
大
寺三
論
宗
点)

治
安
二
年
(一
O二
二)

仁
和
寺
平
救
資
点
〈
第二
群
点)

嘉
承
三
年
(
二
O
八)

仁
和
寺
聖
恵
点
(
円
堂
点)

長
暦
四
年
(一
O
四
O)
頃

朱・
白
点
(
第五
群
点)

平
安
後
期
点
(
円
堂
点)

寛
治
七
年
〈一
O
九
三)

仁
和
寺
南
勝一房
僧
加
点
(
円
堂
点〉

永
久
五
年
(一
二
七)

教
祐
の
先
学
加
点
(
浄
光
房
点V

J、
同

〈乙
本)

L 、
仁
和
寺
本
(乙
本)

久
安
四
年
ハ
二
四
八)
勝
誉
点(
円
堂
点〉

久
安
四
年
(
二
四
八)

高
野
に
て
加
点
(
円
堂
点)

M 、 天
高' 台
野 宗
山系
親
王
院
本

長
元
六
年
(一
O
三
三)

天台
宗
一発
円
加
点
(
守
極
院
点)

康
平
七
年
〈一
O
六
四)

天ム口
僧
加
点
(
第五
群
点)

也事

。 、
圏
域
寺
本

平
安
後
期
点
(
宝
極
院
点)

・・7

P 、
同

院
政
期
点
〈
仮
名
点〉

Q 、
高
山
寺
本

院
政
期
点
〈宝
怪
院
点)

R 、
同

鎌
倉
初
期
点
(
仮
名
点)

也事

s 、
三
井
法
明
院
本

寛
治
二
年
(一
O
八
八)
昌
返
点
(西
基
点)

T 、
醍
醐
寺
本

大
治
三
年
〈一
=
石)
乗
覚
点
(
西
基
点)

U 、
日
光
輪
王
寺
本

院
政
期
点
(
西
基
点)

(本
は
筆
者
未
見 、
推
定に
よ
る)

右
の
内 、
第一
類
の

真
言
宗
小
野
流
の
諸
本
は 、
最
も
古
い
訓
法
を
示
し
て

ゐ
て 、
し
か
も
相
互
に
相
当
程
度
の一
致
が
見
ら
れ
る 。
D
龍
光
院
本
の
奥
書

に
よ
る
と 、
明
算
は
「
大
師
御
点
本」
を
以
て
移
点
し
た
由
で
あ
る 。
と
の

「
大
師」
と
は
果
し
て
誰
を
指
す
の
か
は
未
詳
で
あ
る
が 、
小
野
流
の
開
祖
聖

宝(八
三
二
|

九
O
九)
か
又
は
そ
の
資
た
る
般
若
寺
僧
正
観
賢(
八
五
三
l

九二
五)

で
は
な
い
か
と
恩
は
れ
る 。
(
大
山
仁
侠
氏
御
教
示)
〈
私
は
後
者の
可
能
性が
大
き

い
か
と
考へ
る。)
訓
法
の
中 、
助
詞
の
「
イ」 、
「・:
モ
ノ
ゾ」
「
イ
カ
ナ
ル
ヲ

ゾ」
の
や
う
に 、
平
安
初
中
期
の 、
比
較
的
古
い
語
形
が
多
く

見
ら
れ
る 。

第
二
類
の

真
言
宗
広
沢
流
の
諸
本
は 、
多
く

仁
和
寺
に
伝へ
ら

れ
た
も

の
の

N 、
慶
応
義
塾
図
書
館
本

11 



ゃ
う
で
あ
る 。
即
ち 、
平
救
(一
O二
四
頃)
や
聖
志
(一
O
九
四
l一

一
三
七)

の
や
う
な
仁
和
寺
僧
の
名
が
伝へ
ら
れ 、
又
南
勝一
房
と
い
ふ
仁
和
寺
塔
頭
の
名

称
が
見
え 、
更
に
円
堂
点・
浄
光一
房
点
と
い
ふ 、
仁
和
寺
所
用
の
ヲ
コ
ト

点
が

多
く

使
用
さ
れ
て
ゐ
て 、
訓
法
は
相
互
に
近
似
し
て
を
り 、
中
に
は
互
に
傍
訓

の
位
置
ま
で一
々
合
致
す
る
も
の
も
あ
る 。

第
三
類
の
天
台

宗
系
統
の
も
の
は 、
一
往一
括
し
た
け
れ
ど
も 、
相
互
の
差

異
が
大
き
く 、

果
し
て一
群
と
す
る
に
ふ
さ
は
し
い
か
否
か
も
疑
問
と
す
る
程

で
あ
る 。
し
か
し 、
其
言

宗
系
の
諸
本
と
比
較
す
る
と 、
明
に
対
立
し
た
訓
法

が
多
い 。
即
ち 、
和
訓
よ
り
も
字
音
を
好
ん
で
用
ゐ
た
り 、
読
添
語
が
少
か
っ

た
り 、
「
及」
「
則」
の
助
字
を
不
読
に
せ
ず
に
訓
じ
た
り
し
て 、
歴
来
的
に
見

て
比
較
的
新
し
い
語
形
の
認
め
ら
れ
る
場
合
が
多
い 。
前
掲
諸
本
の
内 、
s
­

T
・

U
(何
れ
も
西
基
点)
は
三
井
寺
〈
天
台
宗
寺
門
流)
の
も
の
で 、
そ
の
祖
点

は
披
雲
房
頼
尊(九
九
八
|一

O
六
回)
及
び
実
相
房
頼
豪(一
O
O
四
l一

O
八
四)

(又
は
心
誉〈
九
七一
|一

O二
九〉)
に
遡
る
や
う
で
あ
る 。
又 、
M
-

N・
0

・
Q
(第五
群
点
並に
安
倍
院
点)
の
諸
本
は 、
比
叡
山
(天
台
宗
山
門
派)
の
も

の
で 、
そ
の
祖
点
は
延
殴
(九
六
六
l一

O
四
八)
又
は
容
超
(一
O一
二
|一

O

一
三
頃)
に
遡
る
も
の
の
や
う
で
あ
る 。
乙
れ
ら
の
祖
点
の
加
点
者
か
ら 、
更

に
遡
る
の
か
ど
う
か
は 、
目
下
の
所
明
で
は
な
い
が 、
と
れ
ら
の
祖
師
に
よ
っ

て
夫 ミ
に
大
日
経
の
訓
法
が
創
め
ら
れ
た
と
考へ
て
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

(
間四}

は
れ
る 。

(
初)

次
に
大
日
経
疏
の
場
合
に
つ
い
て
見
ょ
う 。
と
の
舎
は 、
大
日
経
義
釈
と
並

ん
で 、
大
日
経
の
注
釈
書
と
し
て
密
数
々
学
の
中
で
広
く

行
は
れ
た
も
の
で
あ

る 。
古
点
本
の
遺
存
す
る
も
の
も
極
め
て
多
く 、

平
安
時
代
の
加
点
本
で
私
の

知
り
得
た
も
の
だ
け
で
も
二
十
種
を
超
え
る 。
平
安
初
期 、
承
和
十
三
年

(八
四
六)
K 、
弘
法
大
師
空
海
の一品
弟
実
恵
が 、
弟
子
十
余
人
に
対
し
て
大

日
経
疏
の
講
廷
を
聞
い
た
記
録
が
あ
る
が 、
そ
の
際
の
訓
点
は
無
か
っ
た
で
あ

ら
う
と
中
田
祝
夫
博
士
は
推
定
さ
れ
て
ゐ
る 。
大
日
経
疏
の
場
合 、
そ
の
訓
法

は
判
明
す
る
限
り 、
大
き
く

真
言

宗
系

と
天
台

宗
系

と
に
分
れ
る
や
う
で
あ
っ

て 、
し
か
も

真
言

宗
系
系
の
中
が
更
に
三
流
に
分
れ
る
ら
し
い 。
即
ち 、

12 

(甲)
A真、 雪苦

高宗
山系
ァ←可ず
本
甲
本

永
保
二
年
(一
O八二)

一角
野
南
別
処
僧
加
点
(東
大
寺三
論
宗
点)

本
(甲
本
別
点)
長
治
元
年
ハ一
一
O
四)
定
明
加
点〈
仮
名
点)

(祖
点
は
上
回融
醐理
趣一房
阿
閣
梨
頼
照)

c 、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
本(甲
本)
長
治
二
年
(
二
O
五)

隆
賀
加
点
(仮
名
点〉

B 、
同

(乙)
D 

高
山
寺
本
乙
本

康
和
五
年
(
二
O三)

高
野
山
快
与
点
(中
院
僧正
点)

E 、
同
本
(乙
本
別
点)
同
年
頃
(円
立
点)

F 、
岡
本
(乙
本
又
別
点)
天
永
四
年
(一
二
三)
快
与
点
(仮
名
点)

G 、
醍
醐
寺
本(甲
本)
元
暦
二
年
(
二
八
五)
点
(円
堂
点)

丙
H、
問

(乙
本)
建
保
五
年
(
三
二
七)
深
賢
点
(円
笠
点)

ー 、
仁
和
寺
本
嘉
保
二
年
(一
O
九五)
点
(円
堂
点)
(机
点
は
観
音
院
大

僧
都
究
怠
点)

J、
東
京
大
学
問
語
研
究
室
本(乙
本)
永
久
二
年
〈一
二
四)

俊
恵
点
(円
堂占山)

二 、
天
台

宗
系

K 、
東
京
大
学
国
語
研
究
申告一
本(甲
本)

L 、
日
光
天
海
蔵
本

治
安
四
年
(一
O二
四)
点
(西

基
点〉

仁
平
元
年
(
二
五一)
点
(宝
鐙
院
点)
(祖
点
は



和訓の伝流

天
喜
元
年
〈一
O
五
三)
頼
昭
点)

保
延
四
年
(
二
三
八)
真
(宝
飽
院
点)(
祖
点
は
容
超・
長

{ut・
永
承
元
年
(一
O
四
六)
寂
源
点)

N 、
東
京
国
立
博
物
館・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
本

康
和
四
年
(
二
O一一)
頃
点
(宝
極
院
点)

o 、
叡
山
文
庫
本
平
安
後
期
点
(呑
隆
寺
点)

(乙
の
他に
も
数
本あ
る
が
省
略〉

の
如
く
で
あ
る 。
第一
類
の
真
言
宗
系
は 、
甲
恋・
乙
種・
丙
種
共 、
小
野
流

系
統
の
も
の
ら
し
く 、
広
沢
流
系
統
に
伝っ
た
と
い
ふ
確
証
の
あ
る
も
の
は
見

当
ら
な
い 。
東
寺
金
剛
蔵
本
の
大
日
経
疏
懸
案
抄
に
よ
る
と 、
大
師
(聖
宝)・

般
若
品寸
〈
観
賢)・
仁
海
僧
正
(九
六五
l一

O
四
六)
の
点
な
る
も
の
が
伝へ
ら

(
れ)

れ
て
ゐ
た
と
言
ふ 。
多
分 、
右
の
甲・
乙・
丙
三
種
の
訓
法
の
伝
流
が 、
乙
れ

ら
に
相
当
す
る
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る 。
又 、
天
台
系
の
方
は 、
各
本

毎
に
区
々
様
々
で
あ
っ
て 、
全
く一

致
す
る
も
の
が
見
え
な
い
が 、

真
言
宗
K

比
べ
る
と
比
較
的
新
し
い
訓
法
の
ゃ
う
で
あ
る 。
天
台
に
は 、
頼
昭・
容
超・

長
宴・
寂
源
な
ど
の
祖
点
者
の
名
を
伝へ
る
が 、
と
れ
ら
は
何
れ
も
十一
世
紀

に
入
っ
て
か
ら
の
人
々
で
あ
っ
て 、
前
記

真
言
の
祖
点
者
よ
り
も
数
十
年
乃
至

百
年
以
上
の
隔
り
が
あ
る 。
両
者
の
訓
法
の
相
違
は 、
多
分
こ
の
点
に
根
ざ
す

も
の
と
思
は
れ
る 。

と
の
穏
の
検
討
は 、
乙
の
他
に
も 、
蘇
悉
地
渇
経
経・
金
剛
頂
経・
蘇
磨
呼

童
子
経
な
ど
に
つ
い
て
も
行
は
る
べ
き
で
あ
ら
う
が 、
未
だ
果
し
て
ゐ
な
い 。

し
か
し 、
大
日
経・
同
疏
の
両
書
の
訓
法
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
大
略
の
見
通
し

と
し
て
は 、

付 、
総
じ
て

真
言
宗
の
訓
法
は
天
台
宗
の
訓
法
よ
り
も
古
色
を
存
す
る
ζ

と 。
M、
架
蔵
本

白 、
真
言
宗
系
で
は
そ
の
中
で
更
に
二
流
か
三
流
か
に
分
れ
る
が 、
そ
の
中
で

は
互
に
細
部
ま
で一
致
す
る
も
の
が
多
い 。
と
れ
に
反
し
て
天
台
宗
系
で

は 、
互
に
訓
法
は
相
違
す
る
の
が
常
で
あ
る
乙
と 。

等
の
乙
と
が
言へ
る
と
思
は
れ
る 。

以
上
の
如
き
諸
本
の
訓
法
を
見
渡
し 、
そ
れ
ら
の
聞
に
通
有
の
性
格
を
考へ

て
見
る
と 、
先
づ
第一
に 、
平
安
初
期
(九
世
紀〉
に
お
け
る
訓
法
は 、
原
則
(
n)

 

と
し
て
平
安
後
半
期
の
教
学
に
は
伝へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
い
ふ
事
実
が
あ
る 。

そ
し
て 、
平
安
初
期
の
訓
法
は
浮
動
的・
一
時
的
で
あ
っ
て 、
固
定
性
が
稀
薄

で
あ
っ
た
の
に
対
し
て 、
平
安
後
半
期
の
訓
法
は 、
流
派
毎
に
自
ら
そ
の
特
徴

を
備
へ
る
や
う
に
な
っ
て
固
定
し
た
形
で
後
に
伝へ
ら
れ
る
や
う
に
な
っ
た 。

そ
し
て
そ
の
訓
法
の
祖
は 、
流
派
に
よ
り 、
文
献
に
よ
り
異
る
や
う
で
あ
る

が 、
南
都
古
宗
や
真
言
宗
の
も
の
は
比
較
的
古
く
て
十
世
紀
頃
よ
り 、
天
台
宗

の
も
の
が
比
較
的
新
し
く 、

十
世
紀
極
末
か
ら

十一
世
紀
に
か
け
て
の
頃
よ

り 、
と
の
固
定
が
始
っ
た
ら
し
く 、

更
に
又 、
南
都
古
宗
の
中
で
も 、
輿
福
寺

系
の
も
の
は
東
大
寺
系
よ
り
も
古
い
か
と
考へ
ら
れ
る 。

そ
れ
ら
の
極
点
者
の
僧
の
名
を 、
諸
点
本
の
識
語
か
ら
集
め
て
見
る
と 、

付
法
相
宗
明
詮
大
僧
都
(七
八
五
|

八
六
四)

円
超
大
法
師
(九一
四
頃)

明
窓
大
徳
(九
四一
ll一

O二一)

永
超
僧
都
(一
O
二一
|一

O
九五)

聖
宝
(八
三
三
|

九
O
九〉

観
賢
(般
若
寺
僧正)
(八
五三
|

九二
五)

淳
祐
(石
山
内
供)
〈八
九
O
l

九五
三)

仁
海
(小
野
僧
正・
雨
僧正)
(
九
六五
|一

O
四
六)

成
尊
〈
小
野
阿
関
梨)
(一
O一
二
又
は一
O一
六
|一

O
七
四〉

口
真
言
宗
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明
算
(中
院
御
房〉
(一
O二一
ft一

一
O
六V

済
返
(一
O二
五
|一

一
一
五)

快
郷
土
O
四二
|

二
O
O〉

寛
意
(観
音
院
大
僧
都)
(一
O五
四
|一

一
O一)

回
天
台
宗
寺
門
派
行
円
(唐
院
大
阿
閣
梨・
底
院
御
房 、
唐
坊
阿
閑
梨)

(九
七
八
ー一

O
四
七)

頼
尊
(披
雲
房〉
(九
九
八
|一

O
六
四)

頼
家
(実
相
房〉
(一
O
O
四
|一

O
八
四)

念
円
(鶏
足
房)
(一
O一
四
|一

O
八
三)

伺
天
台
宗
山
門
派
明
靖
(定
心
院
供
奉)
(九
五
二
頃)

延-股
(九
六八
|一

O五
O)

皇
慶
(池
上
阿
閤
梨)
(九
七
七
|一

O
四
九)

寂
源
(勝
林
院)
(一
O一
二
|一

O
四
六
生
存)

安
凌
(井
房
阿
閤
梨)
(一
O
四
五
頃)

頼
昭
(隻
厳
一房一)
(一
O五
三
|一

O
六
三
生
存)

の
如
く
で
あ
る 。
と
れ
ら
は
殆
ど
が
平
安
中
期
(十
世
紀)
か
ら
平
安
後
期
(十

一
世
紀)
に
か
け
て
の
学
僧
で
あ
っ
て 、
何
れ
も
著
名
な
人
々
で
あ
る 。
平
安

初
期
の
人
物
は 、
そ
れ
が
著
名
な
学
僧
で
あ
っ
て
も 、
そ
の
訓
点
は
伝へ
ら
れ

て
ゐ
な
い
の
が
通
例
で
あ
る 。
例へ
ば 、
弘
法
大
師
空
海 、
そ
の
資
実
恵 、
最

澄 、
円
仁、
円
珍
等
が
そ
れ
で
あ
る 。
ζ
れ
ら
の
人
々
の
聞
に
も 、
恐
ら
く

訓

読
の
事
は
あ
っ
た
に
違
ひ
な
く 、
そ
の一
端
は
空
海
の
訓
釈
等
花
見
え
る
通
り

り
で
あ
る
が 、
そ
れ
は一
般
に
後
世
に
伝
承
さ
れ
る
と
と
が
無
か
っ
た
の
で
あ

る 。結
局 、
辞
書
の
世
界
に
於
て
も 、
訓
点
の
世
界
に
於
て
も 、
一
様
に 、
平
安

初
期
に
は 、
漢
字
の
和
訓
に
は
典
拠
と
い
ふ
観
念
が
無
く 、

漢
字
に
対
す
る
解

釈
を
表
現
す
る一
形
態
と
し
て 、
和
訓
が
記
さ
れ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た 。
と
れ

に
対
し
て 、
平
安
中
期
以
降
に
は 、
そ
の
和
訓
が 、
一
々
前
の
時
代
の
権
威
に

典
拠
を
求
め
る
や
う
に
変
じ
た
の
で
あ
る 。
平
安
後
半
期
以
後
に
は 、
延
喜
時

代
〈
十
世
紀
初
頭)
が一
つ
の
黄
金
時
代
と
し
て 、
世
人
の
憧
慢
の
的
と
な
り 、

和
歌
の
世
界
で
も 、
古
今
和
歌
集
を
金
科
玉
条
と
し
て
尊
ぶ
や
う
な
風
潮
が
あ

っ
た
が 、
そ
れ
と
全
く
同
越
の
ζ
と
が 、
漢
文
訓
読
の
上
に
も
起
っ
た
の
で
あ

っ
て 、
平
安
後
半
期
の
訓
点
が
典
拠
と
仰
い
だ
祖
点
は 、
平
安
初
期
の
も
の
で

は
な
く 、

延
喜
時
代
又
は
そ
れ
よ
り
漸 ミ
下
っ
た
時
代
の
も
の
で
あ
っ
た
わ
け

で
あ
る 。
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こ
の
こ
と
は 、
訓
点
資
料
を
国
語
資
料
と
し
て
取
扱
ふ
際
に
も 、
極
め
て
重

要
な
問
題
を
提
供
す
る 。
即
ち 、
平
安
初
期
の
も
の
は 、
辞
書
で
も
訓
点
で

も 、
概
し
て
そ
の
当
時
の
現
代
語
で
あ
っ
た
が
(勿
論
漢
文
翻
訳
語的
要
素は
あ

っ
た
か
ら 、
純
粋
の日
常の口
語と
は
淫
躍
が
あっ
た
ら
う) 、
平
安
後
半
期
以
後
の

も
の
は 、
第一
義
的
に
は
そ
の
加
点
又
は撰
述
の
年
代
の
言
語
で
あ
る
こ
と
勿

論
で
あ
る
が 、
同
時
に 、
そ
れ
よ
り
も
若
干
年
代
の
遡
っ
た
時
代
の
言
語
を
伝

承
反
映
し
て
ゐ
る
所
の 、
文
語
的
性
格
を
帯
び
た
も
の
と
言
は
な
け
れ
ば
な
ら

な
く
な
る 。
乙
の
乙
と
を
意
に
介
せ
ず
し
て 、
単
に
そ
の
当
時
の
言
語
と
し
て

の
み
平
面
的
に
扱
ふ
と
と
は 、
そ
の
二
重
的
性
格
を
無
視
す
る
乙
と
に
な
り 、

国
語
史
料
と
し
て
の
価
値
を
見
誤
る
乙
と
に
な
る
と
考へ
る
の
で
あ
る 。

乙
の
問
題
に
つ
い
て
は 、
実
は
更
に
具
体
的
な
語
例
に
即
し
て
検
討
すべ
き

必
要
を
も
感
ず
る
の
で
あ
る
が 、
本
稿
で
は 、
主
と
し
て 、
辞
書
及
び
訓
点
の

中
に
共
通
に
見
出
さ
れ
る
所
の
典
拠
主
義
的
風
潮
を
指
摘
す
る
ζ
と
を
主
と
し

て
論
ず
る
に
止
め
た
次
第
で
あ
る 。



〈
付
記)

本
務
は、

去
る
昭
和
田
十
二
年
十
一

月
高
知
女
子
大
学
に
於
て
開
催
さ
れ
た

国
語
学
会
公
開
講
演
会で
述べ
た
際
の
原
稿
を
基と
し
て
響
下
し
た
もの
で
あ
る 。

(
注)

(l〉
貞
苅
伊
徳
「
新
撰
字
鏡
の
解
剖
〔
要
旨〕
付
表
(
下)」
(
訓
点
語と
訓
点
資
料一

五 、
昭
三
六・
一〉
二一
頁。

(2)
(
注)
(l)
論
文二一
一良 。

蔵
中
進
「
新
撰
字
鏡と
遊
仙
窟」
(
万
葉二
九 、
昭三
三・
一
O)

(3)
図
書
寮
本
類
表
名
義
抄
複
製
本
解
説
(
昭二
五・
八〉

吉
田
金
彦
「
類
取県
名
義
抄
小
論」
〈
国
語
国
文 、
二
四
ノ
三 、
昭三
0・
三)

ハ4)
大
屋
徳
城
「
法
隆
寺一
切
経」
(「
組

お弥
肝日
本
上
代
文
化
の
研
究」
所
収 、

一一一
一
頁以
下 、
昭一
六・
四)

〈5)
中
田
祝
夫
「
古
点
本
の
国
語
学
的
研
究
総
論
総」
三
O
六
頁・
三
三
九
頁 。

ハ6)
中
田
祝
夫
「
新
提
字
鏡の
逸
文」
(
言
語と
文
芸
第二
号 、
昭三
四・
一)

(7)
前
田
富
族
「
世
尊
寺
本
字
鏡
の
成
立
|

『
新
提
字
鏡』
と
『
類
表
名
義
抄』
と
の

比
較に
お
い
て
|」

(「
本
邦
辞
書
史
論
叢」
所
収 、
昭
四二・
ニ)

(8)
岡
国
希
雄
「
岩
崎
文
庫
所
蔵
古
紗
字
銑
解
説」
(
昭
八・
九)

(9)
如
来
蔵
相
好
文
字
抄 。
築
島
裕
「
訓
読
史上
の
図
書
察
本
類
爽
名
義
抄」
(
国
語

学三
七 、
昭三
四・
六)
に
引
用 。

〈凶)
築
島
裕
「『
点
図
集』
の
成
立
につ
い
て」
(
国
語と
国
文
学
四二
/一
二、
昭
四

0・
一
二)

(日〉
築
島
裕
「
平
安
時
代
語
新
論」
四
七
頁 。

〈立)
注
(5)
文
献一
一
O
頁 。

(日)
築
島
裕
「
成
唯
識
論
の
古
訓
法につ
い
て」
(
国
語と
国
文
学
四
六ノ一
O 、
昭

四
四・
一
O)

(MH)
注
(5)
文
献三
七
六
頁・
五
四
五
頁・
六
六
九
頁 。

(時)
注
(口)
文
献
七
五
頁 。
注
(日)
文
献 。

(叫山〉
築
島
裕
「興福
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師

伝
古
点
の
国
語
学
的
研
究

寺
本

和司11 の 伝流

研
究
篇」
六
九

頁。

〈げ)
注
〈時)
文
献
七二
頁。

〈見)
築
島
裕
「
叡
山
文
庫
蔵
息
心
抄につ
い
て」
(
東
京
大
学
教
養
学
部
人
文
科
学
科

紀
要
第三
O
輯 、
昭三
八・
五〉

(m)
築
島
裕
「
大日
経
の
古
訓
法
の

伝
流につ
い
て」
(
訓
点
諮
学
会
研
究
発
表
会 、

昭四
三・
六)
の
論
旨に
多
少
修
正
を
加へ
た 。

(初)
築
島
裕
「
大日
経
疏
の
士口
訓
法につ
い
て」
(
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会 、
昭
四

四・
五) 。

(幻)
其
福
寺
本・
醍
醐三
宝
院
本
大日
経
疏
奥
書そ
の
他。

注
(5)
文
献
六三
二
頁。

(忽)
興
福
寺
蔵
本
因
明
入
正理
論
疏
の
建
武二
年
寄
写
本
の
奥
舎に
よ
る
と 、
天
長
六

年
(
八二
九〉
の
明
詮
の
導本
を
基に
し
て 、
永
久
四
年
(一
一
二ハ)
に
興
福
寺
怒

脱
が
訓
点
を
移
し
た
こ
と
を
述べ
て
ゐる
が 、
そ
の
中で 、
「
星
霜
久
積 、
其
文
将
消 、

意
欲
模
写
胎
之
来
菜 、
遂
乃
初
移
点
次
写
導
後一
携」
と
言っ
て
ゐ
る 。
と
れ
は 、
明

詮
の
点が 、
代々
連
続
的
に
師
資
相
承に
よっ
て

伝
承
さ
れ
て
来た
ので
な
く 、
一
旦

中
絶
し
て
ゐ
た
の
を 、
三
百
年
近
く
の
後に
一再び
探し
求
め
ら
れ
た
もので
あ
る
と
と

を
示
し
て
ゐる 。
明
詮
の
訓
法
の
み
独
り
平
安
初
期
の
も
の
が
後
世K

伝っ
て
ゐる乙

と
は
例
外
的で
あっ
て 、
一
見
奇
異に
感ぜ
ら
れ
る
が 、
か
や
うな
点
で
そ
の
特
異
性

を
認
むべ
きで
あ
る 。

ー
東
京
大
学
助
教
授
|

15 


